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１．単元デザイン 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．単元で育成を目指す資質・能力 

① 生きて働く「知識・技能」 

(ｱ) 三角形、平行四辺形、ひし形、台形の面積の計算による求め方

について理解すること。 

②未知の状況にも対応できる「思考力、判断力、表現力等」 

(ｱ) 図形を構成する要素などに着目して、基本図形の面積の求め方を見 いだす

とともに、その表現を振り返り、簡潔かつ的確な表現に高め、 公式として導

くこと。 

③学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力、人間性等」 

・数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいも

のを求めて粘り強く考える態度。 

・数学のよさに気付き、学習したことを生活や学習に活用しようとする態度。 
図形の見方を働かせて、既習の長方形や正方形の面積の求め方

に帰着し、計算によって求めることができることに気付けるよう

にする。 

等積変形といった図形の操作活動に伴って、底辺をどこにとる

かで高さが決まることを理解する。求積のためにどの部分の長さ

を測る必要があるかを考えることで、公式の理解を深め、活用で

きるようにする。 

「図形の一部を移動して、計算による求積が可能な図形に等積変形する考え」

「既習の計算による求積が可能な図形の半分の面積であるとみる考え」「既習の

計算による求積が可能な図形に分割する考え」を働かせることによって、自ら

工夫して面積を求めることができるようにする。もとの図形のどこの角や長さ

に着目すると面積を求めることができるのか、振り返って考える。いつでも同

じ要素などに着目することで、面積を求めることができるかどうかを確かめる

ことによって、公式として簡潔かつ的確な表現に高める力を育成する。 

図形の見方・考え方を活用して、三角形などを組み合わせた形や一般の四角

形などの面積の求め方を考え、測定できるようにするといった発展的に考察

しようとする態度を育成する。三角形や平行四辺形、台形を底辺が決まれば

高さが決まるという関係を見ようとする態度を育成する。 

４年の測定での学びと５年の学びの比較を意識することで、かけ算をどの

ように認識していたのかを振り返り、かけ算で総数を求めるよさを感じるこ

とで既習と統合的に考えようとする態度を育成する。 

 

横浜市小学校算数教育研究会 

一斉授業研究会指導案  ５年「四角形と三角形の面積」 単元の主張 
現行の「Ｂ 量と測定」から「Ｂ 図形」に領域が移行されたことから、現行の図形を構成する要素（辺、角、頂点、面など）に着目し

て、図形の性質などを考察することに加え、面積の測定の場面を通して、図形の見方を働かせ、それを活用する資質・能力を育成する。 

その際、図形の一部を移動して、等積変形する考えや既習の求積可能な図形の半分の面積であるという考え、既習の求積可能な図形に分

割する考えを働かせる。図形の構成要素である底辺や高さなどに着目し、既習の長方形や正方形などの面積の求め方に帰着し、図形の面積

の求め方の考えを活用することを繰り返すことで、そのよさを実感することができるようにする。また、求積の表現を振り返り、簡潔かつ

的確な表現に高め、公式をつくりだしていく資質・能力を育成する。 
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育成を目指す資質・能力 

②基本図形の面積の求め方を見いだすこと 

① 面積の計算による求め方について理解すること 

②  

③数学のよさに気付き、学習したことを生活や学習に活用しようとする態度 

③発展的に考察する態度 

③数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考える態度 

②簡潔かつ的確な表現に高め、公式をつくりだしていくこと 

①②③ 

平行四辺形の面積の求め方 

平行四辺形の求積公式 

平行四辺形の求積 公式の適用 

既習の長方形に変形することで、平行四辺形の面積が求

められることを説明する。 

既習の面積の求め方をもとに、図形の構成要素として直

角に着目し、長方形と平行四辺形の求積の違いを考える。 

底辺に並んでいる単位正方形の数と底辺の長さを表す

数、積み重なっている段の数と高さを表す数が同じである

ことを根拠にして、平行四辺形の面積の公式（底辺×高さ）

を作り出す。高さが外にある場合でも底辺と高さが変わら

ないことから求積公式が適用できることを説明する。 

 

④⑤⑥ 

三角形の面積の求め方 

三角形の求積公式とその適用 

既習の長方形や平行四辺形の面積の求め方を活用

して、三角形の面積の求め方を説明し、求積公式を作

り出す。 

本時図形を動的に観察することを通して、高さが外

にある場合の三角形についても、平行四辺形と同じ

ように考え、言葉や図などを使って説明する。その中

で三角形も底辺と高さによって面積が決まる図形と

いう見方を育てる。 

図形を動的に観察することを通して、底辺と高さ

が一定のとき、形が変わっても面積が変わらないこ

とを理解する。 

 

⑦⑧ 

簡単な場合の「比 

例」の意味理解 

底辺が一定の場

合の三角形の高さ

と面積の関係を表

に表し考察するこ

とを通して、比例

の関係の理解を深

める。 

 

 

 

 

 

⑨⑩ 

台形の性質を根拠 とした求

め方の説 明および求積公式 

台形の面積の求め方を既

習の形を作り出すアイディ

アで多様に考え説明すると

ともに、簡便さからその考え

をまとめる。 

台形の求積公式「（上底＋

下底）×高さ÷2」の意味を理

解 する。 

 

⑬⑭⑮ 

面積の求積のまとめ 

一般四角形や多角形の

面積を三角形の公式を適

用して求積し、面積の学

習をまとめる。 

多角形の面積を三角形

や台形に分割して考え

る。 

公式を適用していろい

ろな図形の面積を求め、

学習内容の定着を図る。 

 

⑪⑫ 

ひし形の面積の求め方 

二つの対角線が垂直に

交わるというひし形の性

質を利用して、ひし形の

面積の求め方を考える。 

「ひし形の面積＝対角

線×対角線÷2」を理解す

る。 

たこ形も対角線が直交

することからひし形と同 

じ公式が適用できる。 

 



３．本時について 

本時の趣旨 

 図形の構成する要素に着目し

て、図形の性質を考察したりそ

れを活用したりできるようにす

る。 

三角形の求積を通して、底辺

を決めて高さを見いだして決め

ることにより、三角形をこれま

での図形の見方である辺や角で

見ていたものに加え、新しい図

形の見方もできるようにする。 

新しい見方として、どのよう

な形の三角形も、底辺を決めれ

ば高さが決まり面積が決まる図

形であるという図形の見方もで

きるようになったことに気付け

るようにする。 

①既習を振り返り、求積に必要な長さを考える 

○問題場面の把握 

 三角形の頂点を動的に見ることで、底辺と高さの関係を考

える。また、さらに動的に見ることで高さが外にある三角形

においても、底辺と高さが同じであれば面積が同じになるの

かを考える。 

 

○問いの焦点化 

三角形の面積は底辺と高さで決まることは既習であるが、

それがどの三角形においてもいえるのかを考える。その際、

底辺は決まっているので、高さを見いだすことが必要にな

る。 

 そこで、高さが外にある三角形において、高さを見つける

にはどのようにすればよいかに問いを焦点化して考える。 

②三角形の求積にこれまでの図形の見方を働かせる 

○三角形は、平行四辺形や長方形に形を変えられることの整理 

平行四辺形のときと同じように、求積したい図形を、面積

が求められる既習の図形に変形して考えられないかという、

既習の求積方法と統合して考えられるようにする。つまり、

三角形を既習の長方形や平行四辺形に変形することから、高

さを見いだす。 

三角形は、平行四辺形の半分の面積であるという考えを用

いる。平行四辺形に変形することによって、これまで見えて

こなかった高さを見いだす。 

③既習の求積の考えの統合と振り返り 

○求積のためにどの部分の長さを用いたか、基の図形に戻して考える 

平行四辺形の求積の場面から必要な高さを見いだし、それ

が三角形においてどの長さであったのか考える。 

求積の際に必要になった長さ（底辺と高さ）は、基の図形

である三角形のどの部分だったかを確認することで、高さが

どこの部分であったのかを理解する。 

 

○本時において着目したこと、考えたことなどを振り返り、気付いたこと

など自己の変容を見つめる 

学習を振り返り、三角形の頂点を移動させて、どんな形に

変形したとしても、底辺が決まれば、そこに垂直な線で高さ

を見いだすことができること。また、三角形の底辺と高さの

関係は、平行四辺形と同じように底辺を決めて高さを決める

と面積が決まる図形であると考えられることを共有する。 

 

本時目標 図形の構成要素の高さに着目することで、既習の求積と統合して三角形の求積方法を考え、三角形が底辺と高さによって面積が決まる図形だと気付くことができる。 

本時で働かせる数学的な見方・考え方  求積したい図形に対して、底辺に着目して高さを見いだし、三角形の求積の仕方について考察する。 


